しかし 浮動して いた 人間が 土着す る 人間と なり、 「種 

族 的 階級」 及び 「家」 という 物 を 生ずる に 到って、 男 

女の 関係 は 政治的 経済的の 関係と 共に 顛倒したら しい。 

この 時代に おいて 男子 は 女の 家に 行って 婚を 求め、 結 

婚 した 後 も 男子 は 女の 家に 通う のみで 別に 一 家 を 創め 

きょうせい いりむこ 

て 共棲す る ことはなかった。 女の 家に 入 知 耳と なるこ 

ともなかった。 生れた 子女 は 女の 家で 育てる。 女 は 子 

女に 対して 母権と 併せて 家長 権 を 持って いた。 男 は 夫 

としての 権利 も 父と しての 権利 も 妻 及び 子女に 対して 

取る ことが 出来なかった。 「ちち」 (乳) という 語が 古 

代に おいて は 父 を 意味せ ずに 母の 称で あ つ た。 



述べる と、 これに は 処女と しての 貞操と、 妻と しての 

貞操と 二つの 区別が あるよう に 思われる。 昔 は 他の 男 

を 見て 心 を 動す もの は 既に 姦淫した のと 同じ だとい 

う 考え方 もあった が、 自分 は 一 概 にそう は 思わない。 

こうお 

或 時期に 達した 処女が 異性 を 見て 好悪の 情 を 動かし、 

こみい 

進んで は 恋愛の 感情にまで 込 入る の は、 食事 や 睡眠の 

欲望と 共に 自然の 要求であって、 欲望が それにの み 偏 

しない 限り それ を 不正 だとい つ て 押え 附 ける 理由 は 一 

つもない。 恋愛 は 全く 自由で ある。 そういう 好悪の 情 

や 恋愛が 自生す るので、 それに 催されて 処女が 一 生の 

協同 生活の it 侶で ある 良人 を 選択す る 鋭敏な また S 重 



だと 言つ てよ い。 

健康な 人が その 方の 専門家で ない 限り 特に 病理 を 研 

究 しないよ うに、 貞操 を 破ろうと する ような 内心の 要 

求の なかった 自分 は、 久しい 間 自分の 貞操に ついて 顧 

ひつじょう 

慮す る 必要が 全くなかった。 必定 今後 も その 必要が 

あるまい。 しかし 自分の 貞操 観と でもい う もの を 述べ 

ようと すれば 自分の 経験 を 基礎と して 筆 を 進める より 

外 はない。 そこで 今日まで 何故に 自分の 貞操が 自然に 

守られて 来た かと 考えて 見る と、 初めて いろいろの 理 

由の ある 事に 気が 附く。 

ひきん 

自分に は 「純潔 I を 貴ぶ 性晴 が ある。 鄙 近に いえば 



潔癖、 突 込ん で 言えば これが 正しい 事を好む 心と 連関 

している。 この 性情が 自分の 貞操 を 正しく 持す る こと 

の 最も 大きな 理由に なって いるよう に 考えられる。 唯 

だ 貞操の 上 ばかりでなく、 自分の 今日までの 一 切 はこ 

の 性情が 中心に な つ て 常に 支配して いるよう に 考えら 

れる。 自分の 郷里 は 歴史と 自然と こそ 美く しい 所に 富 

ふる 

ん でいても、 人情 風俗 は 随分 堕落した 旧い 巿街 であり、 

自分の 生れた の は 無教育な 雇人の 多い 町家で ある。 

t 力 力 

従って 幼い 時から 自分の 耳 や 目に 入る 事柄に は 如何 わ 

すくな 

しい 事が 尠 くなかった。 自分が 七、 八 歳の 頃から 自 

分 だけ は異 つた 世界の 人の ような 気がして 周囲の 不潔 



ま 逢う 同じ 街の 友人に も 非 結婚 主義 を 熱心に 勧めたり 

なんかした。 そういう ような 事に 由っても 自分 は 男子 

力なた 

の 誘惑から 隔 つた 遠い 彼方に 住んで いた。 

親戚の 者から 縁談 を 勧める 事 もあった が、 自分が 汚 

まゆ ひそ 

ら わしい という 風に 眉 を 顰める ので、 自分の 前で そん 

な 話 を 持 出す 人 も 後に は 全く なくなった。 親た ち も 家 

になくて ならぬ 娘で あるから、 自分が 結婚 を 望む 気 振 

もない の を 善い 事に して 格別 勧めようと もしなかった _ 

そうして 自分 は 出来るだけ 従順に 働いて、 忙しい 家業 

に 心を尽 していた。 空想の 別世界に も 住んで いるが、 

現実の 常識 生活に も 一 点の 批を打 たれない ようにし よ 



して 行く のに 過ぎない。 良人と 自分と は 天分 も 教育 も 

性情 も異 つてい る。 それで いろいろの 彩 料 を 交ぜな が 

ど こ ひきしま 

ら 何処かに 引緊 つて 調和が 取れて いる 絵の ように 二人 

の 心 持が しっくりと 合って いる 所に、 自分の 感情 は歓 

喜と 幸福と を 得て いるら しい。 勿論、 不足と 不安と は 

自分ら の 生活の 上に 絶 間 もない が、 その 不足と 不安の 

生活 を 共に している という 事が、 自分ら の 歓喜で も 幸 

福で も ある。 動揺の 乏しい 単調な 生活で あったなら 自 

分ら は あるいは 早く 倦いて しま つていた かも 知れない- 

同じ 芸術に 従事して 生活の 思想に も 形式に も 類似の 

多い という 事が 二人の 心の 平衡 を 保って 行かれる 一 つ 



は 男子 自身の 正直な 告白 を 待つ より 外 はない。 しかし 

ちが 

自分の 想像で は、 男子 は 生理的に 女子と よほど 異 つた 

所があって、 処女に は 性欲の 自発がない にか かわらず、 

若い 男子に は それが 反対に 熾で あるら しい。 (十月の 

雑誌 『三 田 文学』 の 谷 崎 氏の 小説 は その 一 例で ある。) 

また 婦人 は 早く 老い やすいに かかわらず、 男子 は 七十 

うわさ ためし 

歳の 老人に も 好色の 噂 を 聞く 例が 多い。 特殊な 男子 

を 除き、 一 般 大多数の 男子が そうであるなら、 男子の 

貞操 はよ ほど 趣 を 異にせねば ならぬ はずで ある。 男子 

は 貞操 を 守る に 堪えない ともい われよう。 

それとも、 将来 は 教養 ある 男子が 殖える に 従って、 



自己の 純潔 を 貴ぶ ため、 家庭の 平和 を 欲する ため、 

まう しょ う 

放縦 な 性欲 を 自制して 一 夫 一 婦 主義 を 女子と 同じく 

尊重し 実践す るよう になる であろう か。 また 反対に 女 

子 もまた 刺激に 憬 れる心 や 食物 その他の 変革から 従 

あ o 

来の 体質 を 漸次 一変して 性交の 欲望 を 自発し、 併せて 

男子と 斉しく 老 ゆる こと も 遅くなる であろう か。 最後 

に 述べて 置く、 自分の 貞操 は 男子 —— 良人の 貞操の 

如何に 由って 動揺す る もので ない。 自分の 肉体 を 清ら 

かに 保つ の は 自分の 心の 象徴 だとして、 何よりも 先ず 

自分の ために 尊重す るので ある。 そうして これ は 誇る 

べき 事で も 何でもない、 自分に 取って 当然の 事 だと 



思 つてい る。 

(『女子 文壇』 一九 一 一年 一 〇| 一 一月) 
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